
選考した学長の業務執行状況について 

（令和５年度） 

 
 

学長は、第４期中期目標の達成に向けて、リーダーシップを発揮して教職員

を指揮し、財政面を中心に厳しさを増す状況のなか、法人の基本的な目標に沿

って令和５年度の業務を十分に実施した。これらについては、国立大学法人東

京学芸大学監事の意見からも十分に認められるものである。 

特に、令和５年度においては、教育学部を改編し、教員養成フラッグシップ

大学として先導的な教職科目を取り組んだ「教育創成科目」を整備して、学生

自身が自らの学びをデザインする「自律型カリキュラムデザイン」による新教

育課程をスタートさせた。 

 また、令和７年度入学者選抜から実施する「総合型選抜」の出願要件、選抜

方法等を決定し公表した他、「教員志望向上のための総合対策会議」の業績に

も精力的に取組み、有為の教育者養成に資する施策を総合的に実施した。 

 附属学校に関しては、５つの地域に 11の附属学校園を設置する本学の強み

を活かしつつ、多様化する諸課題に対処するために、新たに危機管理を担当す

る副学長の配置を決めるなど、体制の整備・充実を進めた。 

 国立大学を取り巻く環境が一層厳しさを増すなか、これらの取組により、大

学と附属学校園が一体となって、これからの教育を担う人材の育成と知の創

造を通して、我が国の教育を先導し、東京学芸大学の社会的な価値を示してい

くことが望まれる。 

 

 

【業務執行状況確認資料】 

国立大学法人東京学芸大学学長選考等規程第１０条の２の規定に基づく、選

考した学長の業務執行状況に関する意見について（令和５年度） 

 

 国立大学法人東京学芸大学学長選考等規程第１０条の２の規定に基づき、 

選考した学長の業務執行状況（令和５年度）について、上記のとおり確認をした。 
 

令和６年９月２０日 

 

国立大学法人東京学芸大学学長選考・監察会議 


